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放 課 後 子 ど も 教 室 だ よ り 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜けが・病気への対応＞ 

 

実施回数 

○開設年度 平成１９年 ○スタッフ 地域学校協働活動推進員：１名 

○活動場所 福田幼稚園舎（休園）  協働活動支援員：４名 

○実施回数 

○実施時間 

○参加者 

年間１３５回 

３時間（平均） 

対象学年：１～６年生 

 

○活動内容 

 

協働活動サポーター：１４名  

宿題 運動 自由遊び 季節の行事 

工作 読み聞かせ等 

 登録児童数：３１名 

                       

  

      

☆安全管理上のポイント☆ 

福田たのしい教室には、隣接する福田小学校の子どもたち

が参加しています。現在は、コロナ対策として月～水は下学

年、木・金は上学年が来室しています。 

子どもたちが入室する際、入口での手指消毒と検温、健康

状態のチェックをスタッフが確実に行っています。その後子

どもたちは学習用の部屋に直行し、今日の宿題を確認し合っ

たり、時に教え合ったりしながら学習に取り組んでいまし

た。 

宿題を終えた子どもたちは、隣の部屋に移動し、工作を始

めました。10 月下旬という季節に合わせたハロウィンプレー

ト作りです。飾り付けの材料が豊富に用意されており、その

中から好きな飾りを選んでプレートに貼り付け、オリジナル

プレートを完成させます。飾りの中には、先週、一足先に同

じ活動をした 6年生が「下学年のために」と、作ってくれた

折り紙もありました。大きい子が小さい子を思いやる心が育

まれていることが伝わってきました。 

常に子どもたちがどの場所で何をしているかに目を配り、

安全・安心な場所で楽しい活動を保証できるようスタッフの

皆さんが動いている様子が見られました。また、学校や家で

はできないことができるなど、教室ならではの良さを子ども

たちが日々実感できるような支援の仕方をスタッフは心が

けています。これらのことから、アットホームな雰囲気の中

で子どもたちが伸び伸び生活できる心地良い居場所である

ことがよくわかりました。 

○ 緊急時対応のためのマニュアルを誰もが理解
しやすいような内容で掲示し、スタッフ内での
共通理解を図っている。 

○ 子どもたちが体調不良になったり、けがをし
たりしたときは、隣接している福田小学校の養
護教諭に相談することができる。 

○ 新型コロナウイルス感染予防のため、上学年
と下学年の児童の利用日を分けたことで、密に
なる状況を抑制している。 

 

子どもたちの感想 

○ 家ではできない遊びができるから楽しい。 

（２年生） 

○ 材料がたくさんあるから工作が楽しい。（３年

生） 

スタッフの思い

胃 ○ 異学年での活動が子どもたちの成長を促して

います。      （協働活動サポーター） 

＜たのしい教室のきまり＞ 

＜学習に取り組む児童＞ 

 聞いてみました！  

運営上の一工夫 

２ 活動の幅を広げるために月に１、２回程度か

わまた町スポーツクラブの方に来ていただいて

います。この連携は、地域コミュニティの活性化

にもつながります。 

１ 「たのしい教室のきまり」を作成し、活動する

際に気を付けること、守るべきことを周知し、み

んなが楽しめる教室作りを目指しています。 


